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充放電試験により劣化したLiイオン2次電池のNiCo系正極材の構造変化

Ｌｉイオン2次電池、燃料電池、太陽電池など各種電池に関する評価・解析 ニーズに、幅広くお応えします。

“ものづくり”のベストパートナー

電池用材料の構造解析技術

Cat.No 321J-116-00-101101

非破壊検査応力測定

充放電試験後（50cycle）充放電試験前

充放電試験

XPS測定

TEM(透過電子顕微鏡)を用いると正極・負極や触媒など電池用材料をナノレベルで解析できます。図ではくり返し充放電試
験前後のLiイオン2次電池用NiCo系正極の変化を示しました。

XPS（X線光電子分光法）を用いると電池用の触媒などの電子状態を調べることができます。燃料電池用Pt触媒はBSE像に
見られるように10nm程度と微細なため、電子状態がバルクのPtとは異なっています。

XPS定性分析
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Ptの状態分析
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燃料電池用Pt触媒のXPSによる電子状態評価


